
R４.４ 2022.４13 12

承
　
　
認

◇
専
決
処
分
の
承
認

令
和
３
年
度
厚
真
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
16
号
）

令
和
３
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
予
算
は
、

歳
入
、
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
４
２
９
０
万
円
を

追
加
し
、
総
額
は
１
０
７
億
５
８
０
８
万
９

０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
追
加
】
農
業
費
…
２
７
０
万
円
、
道
路
橋

り
ょ
う
費
…
２
５
０
０
万
円
、
住
宅
費
…
１

５
２
０
万
円議

　
　
案

◇
令
和
４
年
度
厚
真
町
各
会
計
予
算

令
和
４
年
度
厚
真
町
各
会
計
予
算
の
総
額

は
、
１
０
６
億
４
８
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
前
年
度
当
初
予
算
額
と
比
べ
、
５
億
６

６
７
０
万
円
（
△
５
・
１
％
）
の
減
で
す
。

一
般
会
計
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消

事
業
、
住
宅
建
設
費
、
宅
地
耐
震
化
推
進
事

業
な
ど
の
減
額
（
△
６
億
５
５
０
０
万
円
）

が
主
な
要
因
で
す
。

◇
令
和
３
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
17
号
）

令
和
３
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予
算

は
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
２
８
０
５
万

円
が
減
額
さ
れ
、
総
額
で
１
０
２
億
３
０
０

３
万
９
０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

◇
令
和
３
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
18
号
）

令
和
３
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予
算

は
歳
入
、
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
２
７
３
０
万
円

を
追
加
し
、
総
額
で
１
０
２
億
５
７
３
３
万

９
０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

【
追
加
】
土
木
費
…
２
７
３
０
万
円

報
　
　
告

◇
専
決
処
分
の
報
告
（
平
成
30
年
災
第
６
２

６
号
準
用
河
川
ウ
ク
ル
川
災
害
復
旧
工
事
請

負
契
約
の
変
更
）

◇
所
管
事
務
調
査
（
各
常
任
委
員
会
）

◇
委
員
会
調
査
報
告
（
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
復
興
特
別
委
員
会
、
新
庁
舎
周
辺
等
整
備

調
査
検
討
特
別
委
員
会
）

◇
産
業
建
設
常
任
委
員
会
付
託
事
件
審
査
報
告

◇
現
金
出
納
例
月
検
査
の
結
果
報
告

決
　
　
議

◇
厚
真
町
庁
舎
周
辺
等
整
備
基
本
構
想
・
基

本
計
画（
素
案
）に
対
す
る
決
議

◇
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
抗
議

す
る
決
議

行
政
報
告

▼
暴
風
雪
に
よ
る
農
業
被
害
に
つ
い
て

２
月
21
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
、
発
達
し

た
低
気
圧
と
強
い
冬
型
の
気
圧
配
置
の
影
響

に
よ
る
大
雪
と
暴
風
に
よ
り
、
農
業
用
施
設

が
損
壊
す
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
は
、
暴
風
に
よ
る
被

覆
ビ
ニ
ー
ル
の
破
損
、
堆
積
し
た
雪
の
重
み

に
よ
る
倒
潰
、
パ
イ
プ
の
変
形
や
歪
み
が
発

生
し
、
格
納
庫
や
堆
肥
舎
な
ど
の
農
作
業
関

連
施
設
に
お
い
て
も
、
屋
根
の
損
壊
な
ど
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

２
月
25
日
に
か
け
て
、
町
と
Ｊ
Ａ
に
よ
り

現
地
被
害
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
農
事
組

合
に
調
査
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
園
芸
作
物

用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
損
壊
８
戸
17
棟
、
格

納
庫
な
ど
の
農
作
業
用
施
設
で
は
16
戸
18

棟
、
地
域
の
共
同
利
用
施
設
１
棟
の
被
害
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
被
害
額
は
、
総
額
で
２

４
０
０
万
円
程
度
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

▼
こ
ど
も
園
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
集
団
感
染
の
状
況
に
つ
い
て

２
月
24
日
、
体
調
不
良
に
よ
り
欠
席
し
た

３
歳
以
上
児
１
人
が
医
療
機
関
に
お
け
る
抗

原
検
査
の
結
果
、陽
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
の
基
準
に
従
い
、
発
症
日
の
２
日
前

に
登
園
し
、
当
該
園
児
と
接
触
し
た
可
能
性

の
高
い
３
歳
以
上
児
26
人
、
職
員
６
人
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
。
さ
ら
に
25
日
、
最
初
に

陽
性
確
認
さ
れ
た
３
歳
以
上
児
の
兄
弟
に
あ

た
る
３
歳
未
満
児
の
陽
性
が
医
療
機
関
で
確

認
さ
れ
、
３
歳
未
満
児
で
当
該
園
児
と
接
触

し
た
可
能
性
の
高
い
園
児
16
人
、
職
員
６
人

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
検
査
の

結
果
、２
月
26
日
に
３
歳
以
上
児
２
人
、
27

日
に
３
歳
未
満
児
１
人
の
陽
性
が
新
た
に
確

認
さ
れ
、
感
染
者
数
が
累
計
５
人
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
集
団
感
染
と
な
り
ま
し
た
。

検
査
結
果
を
受
け
、
最
終
開
園
日
で
あ
る

２
月
25
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
潜
伏
期
間
と
さ
れ
て
い
る
５
日
間
経

過
後
の
３
月
２
日
か
ら
開
園
し
て
い
ま
す
。

▼
町
内
の
社
会
福
祉
施
設
で
発
生
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
集
団
感
染
の
状
況
に
つ
い
て

１
月
17
日
に
職
員
１
人
の
感
染
が
確
認
さ

れ
た
以
降
、28
日
に
集
団
感
染
と
認
定
さ
れ
、

北
海
道
に
よ
り
支
援
対
策
連
絡
本
部
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

保
健
所
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
対
策
を
講

じ
ま
し
た
が
、
職
員
23
人
、
利
用
者
29
人
の

累
計
52
人
に
上
る
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
３
月
６
日
時
点
で
の
回
復
者
数
は
、

職
員
23
人
、
利
用
者
24
人
の
計
47
人
で
園
内

全
て
の
職
員
及
び
利
用
者
が
回
復
さ
れ
集
団

感
染
は
収
束
し
て
い
ま
す
。
入
院
者
数
は
３

人
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
後
及
び

回
復
後
の
予
後
の
体
調
変
化
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
も
い
ま
す
。
社
会
福
祉
施
設
と
協
力
を

し
な
が
ら
感
染
予
防
を
支
援
し
ま
す
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
及
び

５
歳
か
ら
11
歳
の
初
回
接
種
に
つ
い
て

追
加
接
種（
３
回
目
）は
、
18
歳
以
上
の
初

回
接
種
を
完
了
し
た
方
が
対
象
と
な
り
、
２

月
上
旬
か
ら
医
療
従
事
者
、
町
内
の
介
護
福

祉
施
設
入
居
者
、
通
所
介
護
利
用
者
及
び
施

設
従
事
者
に
接
種
し
、
２
月
24
日
か
ら
高
齢

者
の
集
団
接
種
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
３
月

３
日
時
点
で
、
対
象
者
数
３
４
０
０
人
に
対

し
、
接
種
券
発
行
済
み
者
数
３
３
５
２
人
、

予
約
者
数
２
７
３
１
人（
予
約
率
81・４
％
）、

医
療
従
事
者
、
介
護
施
設
従
事
者
、
町
内
施

設
入
所
者
等
接
種
済
者
数
２
９
９
人
、
町
内

集
団
接
種
会
場
で
の
接
種
済
者
数
７
８
４
人

（
接
種
率
31・９
％
）。
高
齢
者
の
接
種
が
お

お
む
ね
終
了
し
た
時
点
で
18
歳
か
ら
64
歳
の

方
の
接
種
へ
移
行
し
、
集
団
接
種
は
４
月
下

旬
ま
で
に
終
了
す
る
予
定
で
す
。
個
別
接
種

は
５
月
中
旬
か
ら
あ
つ
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
開

始
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

５
歳
か
ら
11
歳
の
初
回
（
１
・
２
回
目
）

接
種
は
、
接
種
を
希
望
す
る
方
が
速
や
か
に

接
種
で
き
る
よ
う
、
４
月
中
旬
に
１
回
目
、

５
月
上
旬
に
２
回
目
の
接
種
を
集
団
接
種
で

実
施
す
る
予
定
で
す
。
５
歳
か
ら
11
歳
の
個

別
接
種
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
を
み
な

が
ら
、
６
月
以
降
、
あ
つ
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク
及

び
苫
小
牧
市
内
の
医
療
機
関
で
も
接
種
で
き

る
体
制
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

議 会
令和４年 第１回定例会
令和４年第１回町議会定例会が、３
月８日から16日まで９日間の会期で
開かれました。
審議されたのは、令和４年度各会計
予算など議案37件、報告５件、承認
１件で、いずれも原案どおり可決・承
認されました。また、決議案２件が提
出され、原案は可決されました。

新しく「厚真町総合防災マップ」を作成しました。
北海道による町内すべての土砂災害危険箇所の基礎調査が終了し、
新たに土砂災害警戒区域が指定されました。また、日本海溝・千島
海溝沿いの巨大地震に伴う太平洋沿岸の津波浸水想定が公表され、
津波災害警戒区域が指定されました。これを機に、厚真町のハザー
ドマップを全面的に見直しました。
ご自宅の災害種別に応じた危険性や避難場所・避難経路の確認、
災害情報の収集、避難のタイミング、自分で行う災害への備えと心
構えなどに活用していただき、今後の災害に備えてください。

・災害時の警戒レベルを用いた避難情報について
・避難する際の避難先の検討や心構え
・ご家庭での備蓄品や非常持ち出し品など
・災害種別ごとの避難場所または避難所
・土砂災害の種類や避難行動のポイント
・洪水・浸水害時の避難行動のポイント
・樽前山の火山災害・降灰（火山灰）の影響
・地震災害から身を守るポイント
・津波の特性と避難行動のポイント
・厚真町の過去の災害
・洪水・土砂災害ハザードマップ
・津波ハザードマップ
・地震のゆれやすさマップ
・樽前山の降灰予測図　など

防災のページ
「もしものとき」は明日かもしれない 問い合わせ　総務課 防災グループ ☎ 27-2481

ハザードマップが新しくなります

町では、災害情報や町からのお知らせが放送される「防災行政無線」を無償貸与しています。

新たな災害想定による見直しにより、指定緊急
避難場所と指定避難所が変わっています。
厚真町総合防災マップで、必ず避難できる場所
を確認しておきましょう。

厚真町総合防災マップは、自治会に加入する町内すべての世帯
へ配布します。自治会の未加入世帯は、役場、総合ケアセンタ
ーゆくり、厚南会館で入手可能です。
ハザードマップの見方など、質問や問い合わせは、総務課防災
グループまでご連絡ください。

４月から配付を開始しました。

「見やすく・わかりやすく」を心がけ、Ｂ４版
の冊子にまとめました。また、冊子にはポスター
サイズの洪水・土砂災害ハザードマップと津波ハ
ザードマップも同封しています。
ご家庭の壁などに貼って、日ごろから防災意識

の向上に役立ててください。

掲載している内容

例えば…
総合福祉センターは、避難所にはなりません。
大規模災害時等に、町民の皆さんへの公的支援を
迅速かつ適切に行うため、防災関係機関との災害
対応活動拠点として使用します。

重要な変更点




